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学校教育法 施 行規 則の一部を改正す る 省令
｛喜背骨）
（文部23) 1 0. 1 5  
規 則
計 算証明規 則の一部を改正す る 規 則 （会計検査院
4 )  1 0.26 
俸給の特別調整額の一部 を改正 す る 規 則 （ 人事院
9- 17) 1 0. 31 
訓 令
国 立大学の附属図書館に 置く分館 を 定める 訓 令の
一部を改正 す る 訓 令 （文部33) 1 0 . 5 
文部省会計事務取扱規程の一部 を改正する訓 令
（文部34) 1 1. 2 




学校教育法 （昭和22年法 律第 26号） 第 3 条及び第 8 8条の
規 定に基づき， 大学設置基準の一部を改正す る省令を 次の
よ うに定める の
昭和 45年 8 月3 1 日
文部大 臣 坂 田 道 大
大 学設置基準の 一部 を改正す る 省令
大学設置基準 （昭和3 1年 文 部 省令第28号）の 一部 を 次の
よ うに改正す る つ
第 1 9条第 2項中 「又は 学科」を 「及び学科 又は 課程」に
改 める 。
第2 0条を 次の よ うに改 める 。
（一般教 育科目〉
第20条 大学は ， 一般教 育科目に関す る 授 業科 目を 人文 ，
社会 及び自然の 三分野に わた って開設す る もの と す る 。
2 前項の 授 業科 目は ， ーの学 問分野に 関す る もの 又は 特
定の 主題を教授 す る た め二以上の学問分野の 内容を 総合
したもの と す る 。
第25条を 次の よ う に改 める 。
（ 各授 業科目の 単位数）
第25条 各授業科 目の 単位数は ， 大学 に おい て 定める もの
と す る 。
第26条中 「前 条に規 定す る 各授 業科目に対す る 」を 「各
授 業科 目の 」に改める 。
第 2 9条第 2項中 「人文科学 及び社会科学 」を 「人文及び
社会の分野 」に改める 。
第3 2条第 1項中 「定める と こ ろ に よ り 」を 「定める 単位
を 含め」に改 め， 同項第 1号 を 次の よ う に改 める 。
(1）一般教育科 目に つい ては ， 人文， 社会及び自然の 三
分野に わた り 36 単位
第3 2条第 1項第 4 号 中 「76 単位以上」を 「7 6 単位」に改
め， 同条第 2項を 次の よ う に改める 。
2 前項の規 定にかか わらず， 大学は ， 学部， 学科又は課
程 の 種類に よ り 教育 上必要がある と きは ， 一般教育科 目
に つい て 同項第 1 号の規定に よ り 修得す べき単位の う ち
1 2 単位ま で を ， 外国語 科目， 基礎教育科 目叉は 専門教育
科目に つい て の 単 位 で代える こと が で きる 。
第32条に 次の 1項を加える 。
3 二以上の 外 国語の 科目 の修得を卒業の要件と す る 大学
の場合に あっ て は ， ーの 外 国語の科目の 単位は ， 第 1項
第 2 号 の 外 国語科 目につい て の 単位と し ， 他 の 外 国語の
科目の 単位 （ 前項の規 定によ る もの を 除く。） は ， 第 1
昭和45年10月・ 1 1 月 .....,, ；ー子
項第4号の専門教育科目についての単位とみなす。
第33条第 2 項を次のように改める。





8 単位文は英語及びフランス語それぞれ 8 単位，合計
1 6単位
(3) 保健体育科目については，講義及び実技4単位

















位のうち講義2 単位を，日 本語科目又は 日本事情に関す
る科目についての単位で代える ことができる。













別表第 1 の表中 ：人文 科学系 ：1社 会 科 学 系
自然 科 学 系l 41」




六 この表に定める一般教育科目の教員数 の う ち人
文，社会及び自然の各分野ごとの数は， 入 学 定 員
1 00人の場合にはそれぞれ 1人以上，入学定員200人
の場合及び300人の場合にはそれぞれ 2 人以上と す
る。
「 ；一般教育科目
別表第 2 の表中 ｜人 文 科 学 系
i社 会 科 学 系
！自 然 科 学 系｜ 3 t」
14 「を i一般教






この省令は，昭和46 年4月 1 日から施行する。
大学設置基準新旧対照表（抄〉
改 正 設 置 基 準 現 行 設 置 基 準
第 1 ：章 総 則 第 1章 総 則
（略） （略）
第2章 学 部 第 2 章 学 部
（略） （略）
第3章 学科目制，講座制及び教員組織 第3章 学科目制，講座制及び教員組織
（略） （略〉
第4章 教員の資格 第4章 教員の資格
（略） （略）
















2 前項の授業科目は， ーの学問分野に関する も の叉は ｜ 
特定の主題を教授するため二以上の学問分野の内容を ｜ 




第25条 各授業科目の単位数は， 大学において定める も
21::.之ムー
（単位の計算方法）














第四 条 大学で開設すべき授業科目は， その 内 容 に よ
り， ー按教育科目， 外国語科目， 保健体育科目及び専
門教育科目に分ける 。





2 大学は， 次の各号に掲げ る一般教育科目に関する授
業科目のうち， 各号の系列についてそれぞれ3科目以
上， 全体として12科目以上の授業科目を開設する も の
とする。
(1） 人文科学系 哲学， 倫理学， 歴史， 文学， 音楽，
美術
(2 ） 社会科学系 法学， 社会学， 政治学， 経済学
\3) 自然科学系 数学， 物理学， 化学， 生物学， 地学
3 大学は， 前項各号に掲げ る授業科目のほか， 一般教
育科目として適当と認められる授業科目を必要に応じ
て同項各号のいずれかの系列に加えることができる。







第2 5条 各授業科目の単位数は， 次の各号に定めるとお
りとする。
(1）一般教育科目は， 原則として 4 単位とする。
(2 ） 外国語科目は， 8単位とする。 ただし， 二以上の
外国語の科目を開設する大学にあっては， ーの外国
語の科目を8単位とし， 他の外国語の科目は， 4 単
位以上とすることができる。
(3) 保健体育科目は， 4 単位 とし， 講義2単位及び実
技2単位とする。
(4）専門教育科目及び基礎教育科目は， 4 単位以上と











昭和45年10月・1 1月 ,LL.I, ・r 報 第131・132号
改 正 一－”置又 置 基 準 ｜ 現 行 設 置 基 準 ｜ 
2 前項の規定にかかわらず， 人文及 び社会の分野に関 ！ 
ずる授業科目並 びに保健体 育科目に関する授業科目に i
ついては，大学の事情により，前項に規定する学生数 ｜
以上とすることができる。ただし， 特別の 場 合 を 除 l



















学の場合にあっては，ーの外国語の科目 の科 目 の単位 ; 
は， ll車 中 2 号の注目蓋赴自 についての単位4ムι i
他の外国語の科目 の単位（前 項の規定によるものを除 ！






(1）一般教育科目については， 人文， 社会及 び自然の
三分野にわたり36単位 ｜ 





第 9主主 卒業の要件及 び学士
第31条 （略）
（卒業の要件）





















�）外国語科目については， 英語及 びドイツ語それぞ i
れ8単位又は英語及 びフランス語それぞれ8単位，
i 人文科学系の科目 のう I 12単位ι ち 3科目 ! ； 社会科学系の科目のう I 12単位
念己正主主
(3) 保健体育科目については， 講義及 び実技4 単位
(4 ） 基礎教育科目については，8単位
3 前項の規定にかかわらず，大学は． 教育上必要があ




｜ ち 3 科目 ｜ 
! 自然科学系の科目中物 i 各4単位（うち1単位は｜ 理学E 化学， 生物学及 ｜ 嬰立認ても旨守
i び数学のうち 3 科目 ｜ でない） につき12単位
I i τ薗藷有百芳ア頁丁一一一一； 語及びドイツ語J x.は I 16単位i 「英語及 び フランス語」 ；｜ 保健体育科目（講義及 ！ 4 単位i び実技） ｜ 
j 基礎教育科目 ! 8単位
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第40条 大学は， 授業科目 の種類に応 じ ， 次の各号に掲
げる冊数及 び種類数の図書及び学術雑誌（マイクロフ
ィルムによるものを含む。 以下同 じ。） を系統的に整
理して備えるものとする。







第45条 大学は， 外国人留学生 （大学において教育を受
ける目 的をもって入国し， 大学に入学した外国人留学
生をいう。 以下同じ 。 〉の教育について必要があると
認めるときは． 第四条に規定するもののほか， 日本語




32条第 1 項の規定にかかわらず， それぞれ一般教育科
目 については同項第 1号の規定によ り 修得すべき単位
数36単位のうち16単位まで， 外国語科目 については同
項第2号の規定によ り 修得すべき単位数8単位文は保
健体 育科目 については同項第 3号の規定によ り 修得す
べき単位数4単位のうち講義 2 単位を， 日本語科目又
は日本事情に関する科目 についての単位で代えること
ができる。
3 第 1 項に規定する授業科目を開設する大学の外国人
留学生に係 る進主2翠翠において修得すべき単位数は，
第33条第2 項の規定にかかわらず， それぞれ一般教曹






現 行 設 置 基 準
備考













第40条 大学は， 授業科目 の種類に応 じ ， 次の各号に掲
げる冊数及 び種類数の図書及 び学術雑誌（マイクロフ
イノレムによるものを含む。 以下同じ。 ） を系統的に整
理して備えるものとする。
第20条第2 項各号の系列に










認めるときは， 第 四条に規定するもののほか， 日 本語
科目及 び 日 本事情に関する科目を置き， これらに関す
る授業科目を開設することができる。
2 前項の授業科目 の単位数は， 原則として4 単位とし，
単位の計算方法については第26条の定めるところによ
るものとする。





1 科目以上4単位以上， 合計5 科目 以上20単位以上，
保健体育科目 については第32条第 1項第 3号の規定に
より修得すべき単位数4 単位のうち実技2単位とし，
これらの科目 のその他の単位は， 日 本語科目及 び 日本
事情に関する科目 の単位をもって代えることができる。





改 正 設 置 基
.uJ. ・T-
準
は同項第3号の規定により修得すべき単位数4 単位の I 






この省令は，昭和4 6年 4 月！日 から施千7する。
別表第 1 （医学， 歯学以外の学部の一般教育科目 ， 外
国語科目及 び保健体育科目専任教員数）
！ 専 任 一瓦一 員 数 ｜ 授業課目 ｜ 
の 種 類 ！入 学 定員：入学 定員 ｜入 学 定員i lOO人の場合.200人の場合 ！300人の場合
一般教育科目 ｜ s 1 s I 9 
外 国 語科目1 2 I 3 i s 
保健体育科目 ｜ 0 I 1 ! 1 
I 
合 計 i 7 I 12 : 15 I 
備考
1 および2（略）
3 入学定員が 100 人未満の場合は，一般教育科目 又
は外国語語科目の教員1人を減 じて 6 とすることが
できる。
4 お よび 5 （略）
6 この表に定める一般教育科目 の教員数 の う ち 人
文，社会及 び自然の各分野ごとの数は，入学定員100
人の場合にはそれぞれ 1 人以上， 入学定員200人の
場合及 び300人の場合にはそれぞれ2人以上とする。
別表第2 （進学の課程の専任教員数〉
｜ 専 任 教 員 数 i授 業 科 目 ｜ ｜ の 種 類 ｜ 入 学 定 員 ｜入学 定員 ｜
一般教育科目





1 i 2 
0 i 0 
6 i 8 
との表に定める一般教育科目の教員数のうち人文，




現 行 設 置 基 準
は同条同項の規定により修得すべき単位数12単位のう
ちそれぞれ 1 科目以上4 単位，保健体育については同
条同項の規定により修得すべき単位数4 単位のうち実
技2単位とし，これらの科目のその他の単位は， 基礎







｜ 授業科目 ｜ 専 任 教 員 数 ！ の 種 類 ｜入学 定員i入 学 定員 ｜入 学 定員 ！100人の場合1200血盟金旦_Q_QA_q2墨金 i
一般教育科目 ｜ ！ 
人文科学系 1 2 : 3 I 3 ! 
社会科学系 ！ 1 ! 2 i 2 i 
自然科学系 （ 2 ! 3 ! 4 I 
外 国 語 科目： 2 : 3 I s I ｜ 保健体育科目 j 0 i 1 I I 合 計 7 12 I 15 ! 
備考
1 および 2 （略）
3 入学定員が 100 人未満の場合は，社会科学系以外
の教員1人を減 じて 6 人とすることができる。
4 お よび 5 （略）
別表第 2 （進学の課程の専任教員数〉








別表第3及 び第 4 （略）
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｜ 外国語 l 実 技8 I 2 124以上計専 門76 日本語等18 学
ヒ一Jf『－F吋沖汁弘一fj一酌4一





専 門76 実 技2 日本語等26 
/ 8 �· 一
一般教育 20（人文i， 社会，自然の3分野にわたっiて〉









64以上計技 Fで育｜外 国 語｜ 実( 1科目） ｜8 i 
� －－·
· 
一般教育 20 （人文 ，社会， 自然の 3 分野にわたっ白て）
8 
2 






















































昭和4 5年10月・11月 声LI,弓ー 第131・132号
大学設置基準の改正につ い て （解説）
I はじめに
昭和4 5年8月3 1 日 ， 大学設置基準 （昭和31年文部省令第
28号） の一部を改正する省令が公布され， 昭和46年 4 月 1




















































① 人文科学， 社会科学 ｜ ① 人文，社会および自然
および自然科学の系列 ｜ の三分野にわたって開設




① 原則として， 単一科 ｜
























































































目等への振替 え を 認 め
る） 。



















人文科学系 2 3 3 
社会科学系 1 2 2 









昭和46年 4 月 1 日 から施行。
入学定員
iOC人 2�二人 300人












(1) 人文， 社会， 自然の三分野にわたって開設する
こと。
従来の大学設置基準（以下「基準Jという。 ） によれ





今回の改正では， これが人文， 社会およ び自然の三分
野にわたって開設することと改められた。 従来の基準と
もっ とも異なる点は， 人文， 社会， 自然の各分野ごとに
開設すべき授業科目数の基準をとくに示さないこととし
たことである。 これは， 各大学が一般教育科目に関する
授業科目として， 人文， 社会， 自然の三分野のうち， ど
のよ うな内容に重点を置くかたちで授業科目を開設する








もっとも， こ の点に関しては， 従来の基準との比較に




を除き， 知識の調和を保ち， 総合的かつ 自主的な判断力
を養う」（昭和38年中央教育審議会答申 「大学教育の改
善について」） という目的を有しているこ と に つ いて
は， これまでと変っていない。 したがって， 今回の改正









































































一般教育科目については，いずれの授業科目 も ， 1 年
(30週） をとおして，各週ーコマ （ 2時間） ，あるいは







































3 . 卒業の要件 （第32条関係）
I (1）一般教育科目mて附ベ柑同カ性をもたせたこと。
大学の卒業の要件は，大学に 4 年以上在学し， 124単









各分野均等という考え 方 を 改め，三分野にわたって修
得すべきことのみを定めることとした。たとえば， 4単
位の単一科目を用意している大学においては， 人文3科


















































































「専門の基礎を与えることを目標とする。 」も の で あ
り， 一般教育科目の性格あるいは目標とは異なるもので











































｜ れ一般教育科目36単位，外国語科目8単位，保健 ｜ 























｜ ω 一般教育昨ついて修得内単向力性 ｜
をもたせたこと。 ｜ 
















昭和45年10月 ・ 11月 品Lι弓ー
し ろ学部の性質上適当なことといえよう。
なお， 基礎教育科目について，従前の基準に あ っ た
「基礎教育科目は，この表中自然科学系の科目として掲
げ る もののうち ， 一般教育科目として修得しなかった科
目及びその他の科目について修得する ものとする。 」と
いう備考は，今回削除する こ と と したが， 基礎教育科目





語羽 田 ， 基礎教育科目の単位で代えることができ
ること。
この点に関して も ， 3の（2）とほぼ同様の改正を図った
ものであるが，一般の学部の場合と異なる点は， 専門教
育科目への振り かえを認めないということである 。 医学
または歯学の学部における教育は学校教育法第55条第 2
項の規定によ り ， 進学課程と専門課程とに載然と区別さ
れているこ とによ るためである 。
5 . 外国人留学生に係る卒業の要件（第45条関係）
(1） 一般教育科目について卒業の要件となる晶子！




こ と 。 ①卒業の要件について， 一般教育科目36単位のう
ち 1 6単位までを， 保健体育科目4単位のうち実技 2単位
を， それぞれ日 本語科目等の単位を もって代えることが




すと と もに， 学部， 学科または課程の種類によ り 教育上
必要があ るときは， 一般教育科目に関する単位のうち 1 2
単位までは， 外国語科目， 基礎教育科目または専門教育
科目の単位を もってかえることができること と した。
従って， 今回の改正によって 日 本語科目等を開設する
大学にあっては， 一般教育科目に関する卒業の要件と し
ての単位については， 上記のとおり それぞれ異なった趣




18日 付けの各国公私立大学長あて大学学術 局 長 通 知
「外国人留学生の一般教育等履修の特例について」を
参照されたい。
報 第131 ・ 1 32号
i 包） 外国語科目の修得は卒業の要件と しないことが I 
できる こ と 。
従来， 外国人留学生に係る卒業の要件のうち，外国語
科目については， 日 本人学生と同 じくーの外国語の科目





このような事情 も あ り ，今回の改正では， 基準上は外





あっては， その8単位分を 日 本語科目等の単位で代える
ものとすることと した。 したがって， 従来の基準で認め
られてきた特例と合わせて， 卒業の要件としての日本語
科目等の単位は， 最大限26単位まで広げることができ る
ようになったわけで、あ り ， 今回の改正によ って， 外国人





2 科目1 6単位が修了の要件と定tめられていた こと も あ
り ，そのうち1 科目 8単位は修7の要件として残し，他
の科目8単位は日 本語科目等の単位で代えることができ
る こととしTこ。
以上， 3' 4' 5 について述べたことを， 図表で示す
とおおむね， 別表のようになる。 参照されたい。
6 . その他
「 （1） ー閥均両示直両長� i�I
！ めたこと。 （第40条関係） ｜ 
従来， 一般教育科目に関する図書の冊数は， 人文科学
社会科学， 自然科学の各系列についてそれぞ、れ し 000 冊






り である 。 従って図書の冊数について も 従来どおり の定
め方によ ることは必ずし も適当でないが， さ り とて，一
般教育科目に関して備えるべき図書が特定の分野に偏る
ことも適当ではないので，合計数は， 3 . 000 冊以上と従
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専 門76 i吋育 l外 国 語8 で代える こ ！
8 ／・
一般教育 36 内 8 以内を「基礎教育」
と可





一般教育 36 （人文，社会，自然のも 3分野にわたって〉
12 
124以上計専 門76 外 国 語8 （新）
内12以内を 「外国語」 「基礎教育」「専門」で代える こ と可
保健体育 ｜ 基礎教育 ｜ 64以上計外 国 語( 2 科目）1 6  8 4 
｜保健体育i 基礎教育









内12以内を 「外国語J ， ：「基礎教育」 ！で代えること可
2 . 医・歯の進学課程
36 一般教育（旧）
自然科学12 社会科学1 2  人文科学12 
ふ戸M 12 






｜ 外国語8 日 本語等18 2 0  一般教育（旧）
自然科学4 以上社会科学4 以上人文科学4 以上
日本語等26 
ー － ー ．
/ 8 －......＿＿＿. ・ ー ー





















内12以：内を 「外国語」 ， 「基礎教育」で代えること可
昭和4 5年10月 ・ 11月 ....... 竺f-
来どおりとしつつ，人文，社会，自然の各分野について








たとえば，入学定員 1 00 人の場合には，人文科学系 2

















7 . 施行期日 （附則関係）


















教育職員免許法施行規則 の 一部 を











第1 条 教育職員免許法（昭和24年法律第147号。 以下「免











哲学又は宗教に関する科目のいずれか 1 の科目の 2 単位
を含めて修得するものとする。
5 第3項の日本国憲法又は前項の倫理学，哲学若し く は
宗教に関する科目の単位は， 教科に関する専門科目の日
本国憲法文は倫理学，哲学若し く は宗教に関する科目の




この省令は，昭和46年 4 月 1 日から施行する。
教育職員免許法 施行規則 の一部 を 改
正す る 省令の制定 に つ い て （通達）
教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令（昭和4 5
年文部省令第22号）が別添のとおり昭和4 5年8月31 日 に公












の単位は， 従来人文科学， 社会科学およ び自然科学の三
系列について， それぞれ12単位ずつ均等に修得するもの
とされていたが， これを人文， 社会および自然の三分野




なお， 短期大学において， 2 級普通免許状の授与を受




報 第131 ・ 132号
I 2 普通免許状の授与を受ける場合において， 基礎教育科
自について修得した単位は， 一般教育科目について修得
することを必要とする単位数に含めることができ ること
（第 1 条第2 項）。
なお， 基礎教育科目について12単位以上修得した場合
においても， 大学設置基準の卒業要件に関する規定 （第
32条第2 項） により， 一般教育科目は24単位以上修得す
る必要があること。I 3 日本臨ま吋理学 哲学もし く は排関する




改 正 条 文
第1条 教育職員免許法 （昭和24年法律第147号。以下 「





2 . 基礎教育科目について修得した単位は， 一般教育科
目について修得することを必要とする単位数に含める
ことカミできる。






5. 第3項の 日 本国憲法叉は前項の倫理学， 哲学若しく
は宗教に関する科目の単位は， 教科に関する専門科目
の 日 本国憲法叉は倫理学， 哲学若しくは宗教に関する
科目の単位を修得した者については， それぞれ 2 単位
まで他の一般教育科目の単位をもっ て， これに替える
ことカ2できる。
現 行 条 文
第1条 教育職員免許法 （昭和24年法律第147号） （以




免許状｜ 件校， 中学校 I 11－..学校， 中学校 ｜の種類｜ 又は幼稚翌の教 ｜ 又は幼稚園の教 ｜l 諭の 1 級普通免 ｜許状 高尋学校 ｜ 諭の 2 級普通免教諭免許状 ｜ 許状｜一般教育｜科目の区分 ＼ ｜ 最低修得単位数
人文科学に関す 目る科目（音楽， 美術等 ｜l 立 ｜） ｜ 騒音学に関す ldト ｜ （ 日 本国憲2 単位を 12 む。 〉I I 
最低修得単位数
6 




















2 . 前号の倫理学， 哲学若しくは宗教に関する科目叉は
こ の表の 日 本国憲法の単位は， 教科に関する専門科目
の倫理学， 哲学若し く は宗教に関する科目又は 日 本国




の社会科学に関する科目の単位をもって， これに替え ｜ 
ることができる。 ｜ 
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昭和45年1 0月 ・ 1 1 月 ........ f-
宮 山 大学工学部規則 の 一部改正
富山大学工学部規則の一部を改正する規則を次のよ う に
制定する。
昭和45年 1 0月23 日
富山大学長 後 藤 秀 弘
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富山大学工学部規則 （昭和25年1 2月 1 5 日 制定） の一部を
次のよ う に改正する 。
別表（1）の電子工学科の表の専攻科目 中
「 ｜ 量子電子工学およ び演習 I s I 」 を
「｜ 量子電子工学 I 4 I」 に
「 ！ ｜｜ 電子管工学およ び演習 I 5 ； 」 を
「｜ 電子管工学 I 4 I」 に
「i 電波工学 I 2 I」 を
「｜ 電波工学 l 4 I」 に
「｜ 電子計測 l 2 I I l i を削 り ，｜ 電気計測 l 2 I」
「｜ 電子演算工学および演習 I s IJ を
「 ｜ 電子演算工学 I 2 ！」 に改め ，
「 ｜ 情工学およ び演習 I s I」 の次に
「｜ シ ス テ 十 工学 I 4 I」 を加え ，
「l 電子応用 I 2 I」 を削 り ，
「 ｜ 。 電子工学実験第4 I 2 I」 を
「｜ 。 電子工学実験第 4 J 1 I」 に
「｜ 電子工学研修 I 2 I」 を
「I I I ｜ 。 電子工学研修 I 2 I」 に改め る 。
関連科 目 中
「｜ 自動制御 I 3 I」 を
「｜ 自動制御 I 2 I ｜ 自動制御特論 I 1 I」 に改め
「｜ 電磁波工学 I 2 I」 を削 り
「｜ 工業化学概論 1 3 I の次に｜ ｜」
「｜ 電気計測 2 I 
電子計測 2 l を加え る 。
電子応用 2 ！」
附 則
こ の規則は， 昭和45年 1 0月 23 日 から施行し ， 昭和45年1 0
月 1 日 か ら適用する 。
報 第13 1 ・ 1 32号
富山大 学教育学部附属 学校規則 の
一 部改正
富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則を
次の よ う に制定する。
昭和45年1 0月23 日
富山大学長 後 藤 秀 弘
富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する
規刷
富山大学教育部附属学校規則 （昭和41 年 1 月 1 7 日 制定）
の一部を次のよ う に改正する。
第 8 条の表中
「 ｜ 中学校 ｜ 普通学級 i 1 2  ! 50名 i 20叫60吐 を「「一一一一｜ l 一了一一一「一一一了一一一




こ の規則は， 昭和45年1 0月 23 日 か ら施行し ， 昭和45年 4
月 1 日 か ら適用する 。
諸









(4） 教官人事について （文理学部， 教養部）











(3) 昭和45年 9 月富山大学大学院薬学研究科 （ 修 士 課
程） 修了について
(4） 国大協関係について
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昭和45年1 0月 ・ 1 1 月 学 報 第 1 3 1 ・ 1 32号
第15回評議会 （1 1 月 20 日 ）
（審議事項〉












現 ，ーιヲ民 異名 ｜
鴨 野 幸 雄
動 内 ｜ 発令年月 日 i 発 令 者
I 45 ・ 1 0 ・ 1 i 富山大学長1 �1� 
I � I � 
,,,.,, 廿
講 師 （教養部〉 に採用する












タ ｜ 西 門 正 己 1 q （経営短期大学部〉 。（経営短 期 大 学 部） ｜ ｜ 
文 部 事 務 ｛ ｜ I （薬学部会計係長） ｜ 加 藤 昭 作 ｜ 教育学部事務長補佐 。
（経 理 音f主 計 課） ｜ 氷 見 嘉 康 ｜ 文理学部会計係長 。
事 務 長 補 佐 ｜ 土 井 盛 治 ｜ 繍部庶務課課長補佐に配置換する（教 育 学 部） ｜ ！ 
文 部 事 務 官 ！ ｜ （経理部主計課総務） I 田 中 昇 ｜ 薬学部会計係長係長 ハ ｜ 
（文理学込計係塁1J＿ 成 瀬 正 夫 ｜ 経理部主計課総務係長 。
（経 理 4経 理 課） i 山 本 道 弘。 ｜ 野 田 敏 明（文 理 学 部） ' 
（庶 務 4庶 務 課） ｜ 野 尻 轄夫 ｜ 学生部学生課 三
イシ（学 生 部 学 生 課） i 
I C薬 学｜ 事 務（教 育 ’ 学
学
q 
（教 義 部） ｜ 常 楽 邦 雄
（長部自富事運晶）｜ 山 田 知 訪｜｜ ｜ 文部技官に任官させる
q 
q ｜ 酒 井（文理学部配管工〉 ｜
｜ （施 設 4工 務 員） ｜ 高 井
I C� 務 軍 佐 暴） ｜ 女 川 マ リ 子 ｜ 辞職を承認する
助 手 ｜ 中 川 孝 ｜ 講師 （教育学部） に昇任させる（教 育 学 部） I I 
部）
師部） 三 日 市 政 司 助教授 （工学部）
。 に配置換する
。 経理課 q 
q ιI � 中 田 孜 ｜ 文理学部部） ｜ 涌 井 芳 朗 ｜ 学務係学生主任を命ずる事！ 北 林 恒 よ｜ 文部事務官に任官させる
部） I �竺三」
部） 上 村 直 己 q （教養部）
q q 
q 
地 崎 昇 ィシ 。









- 1 8 -







話） ＼ 田 中 道 子 I 醐を承認する





i 早 瀬 富美子 事務補佐員 （教養部） に採用する
！ 岩 城 恭 子 。 （薬学部） 。
！ 平 石 佐一郎
書〕 j 久 保 和 巽
部） 贋 田 賀
事） 加 瀬 正二郎
部） 塚 崎 幹 夫
臨時用務員 （ 。 ） I/ 
教 授 （文理学部〉 に昇任させる
lj （教 養 部〉 lj 
助教授 （教育学部） lj 
I/ （教 養 部） 。
（文経 理部部 主技計 義｛） 岡 田 勝 二 。
竹 村 玲 子 教務補佐員 （教育学部〉 に採用する
有 律 宗 久 助 手 （薬学部） 。
杉 田 隆 子 。 （ タ ） 。
田 盛 一 枝 臨時用務員 （教育学部） 。
今 村 ま す子 。 （教養部） 。
（主理車部童話） I 酒 弁 実 ｜ 施設課町 ん士に併任する
（華育学議営繕里） 福 村 一 男 。
（薬学部会カミ ん 士） 砂子田 仙 吉 。
（教 養 音f営 繕 工） ｜ 松 丘 健 治 手
第13い 1 32号
45 . 1 0. 1 8  : I/ 
45. 1 1 .  1. ： 。
。 i I/ 
。 文 部 大 臣
。 ！ lj 
。 ！ 。
I/ I/ 
45. 1 1 .  9 I/ 
45 . 1 1 .  1 1  I/ 










学 内 諸 報
当者1 9名が参加して， 1 0月22 日 ， 23 日 の両 日 にわた り 開催




文部省によ る人事 事 務 監 査は， 1 0月 30 日 午前 9 時30分
か 悦 5 時吋部会議室で実施された。 ! 第31 回全国文理学部長連絡協議会は， 本学文理学部の当
監査は， 主と して昭和 4 3 年度以降の給与事務関係につ ｜ 番によ り ， 1 0月29 日 ・ 30 日 の両臼 ， 全国1 4国立大学 （ う ち
bて文部省大臣官房人事課給与班給与第二係長勝村光彦， ｜ 2 大学欠席） の文理学部長， 事務長等約30名が出席して開
同班給与第 4 係給与調査主任竹田弘， 同班勝川忠迫の 3 監 ｜ 催された。
査官によ り おこ なわれた。 ｜ 会議は， 文理学部の発展方策， 文理学部残留学生の取り
北陸地区文部省共済組合事務打合せ 会
第1 1 回文部省共済組合事務打合せ会は， 本学の当番によ
り ， 北陸地区の 3 大学， 1 商船高専， 3 工業高専の共済担
扱い， およ び今後の文理学部長会議の持ち方等を中心にし
て審議が進め られ， 2 日間の 日 程を終了 したe
- 1 9 -
第 1 3 1 ・ 1 32号報学昭和45年月 1 0 ・ 1 1 月
i 所 属 ： 官 職 i渡航の種類 渡 航 先 国 ｜ 目 的 期 間 ， 備 考 ｜
f 溶融塩化カ リ ウ ム 一塩化 リ ｜ i i 
！ ！ ＼ チ ウ ム 共融体中 Vおけ る 金 I 45 . 1 o . 3 i 在外研究員 1
1
斉藤 節 竺引三三！？？ ｜二三士l 属 イ オ ンの電解雇元生成そし
＿
！ I I I 46 . 1 o . 2 45一 乙－2 1 ! ｜ ｜ ； に関す る 研究 i
！ グ オ 戸タ ー ・ フ ォ ン ・ デ レ ！ i I 




職 員 文 化 展
富山大学 レ ク リ ェ ー シ ョ ン文化部会主催によ る第 7 回職
員文化展は 1 1 月 4 日 か ら 6 日 ま で， 学生会館第4 ・ 5集会室
で開催 さ れた。
会場には華道 ・ 手芸 ・ 書道 ・ 写真 ・ 絵画の各班か ら60名
の作品が約90点出品展示 さ れ る 一方， 同 期 間 中 の 1 1 月 5 日
に茶道班に よ る 築会が職員 ホ ー ノレ で ， 一般職員の多数参加
に よ り 盛況に行なわれ， 班員各位 の 日 頃の手並みを披露 し
文 化展 を 盛 り 立てた。
職員文化属の作品出品者は次の とお り 。
〔華道班〕 中島 範子 高 田 礼子
大場 文子 森田タ ミ 子 渡辺登美枝
和田 キ ク 田嶋 λ ミ 高 畠 幸子
高尾 貢 杉本 千代
〔手芸班〕 大場 文子
新村 栄子 渡辺登美枝
中 田 節子 杉本 良子
蓮 田 初枝 御福富美子
中 村 優子 中川 栄子
清水 麗子 （盆景）
〔書道班〕 若林 良吉 高崎
平岩 広一 泉 田 利享 島－野
笹倉久美子 塚 田 健夫 （ デ ザ イ ン ）
〔写真班〕 大場 文子 麻生 友治
田 中 久雄 館盛 貞信 瀬川 慶之
〔絵画班〕 竹内豊三郎 中川 正之
高安 紀 岡本 欣司 岩城 広光
中谷 唯一 高 田 礼子 関場 貞 子
全国公務員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン共同事業富山地区ふ な釣大
会が， 1 0月 25 日 （ 日 ） 午前 9 時 よ り 新湊市堀岡地内におい
て 9 機関 （60 名 ， う ち本学1 5名） が参加 し て開催 さ れたの
結果は次の と お り で した。
入賞 団体の部
優勝 富山大学









田 嶋 ス ミ




糖尿等の病気のため ， 富山 日 赤病院で入院加療中 の と こ ろ
1 0月 2 日 逝去 さ れ ま し た 。
こ こ に謹ん で哀悼の意を表 し ま す 。
山測氏は ， 昭和 7 年 3 月 富山 県立滑川商業学 校 を 卒 業
後， 商事会社勤務を経て ， 昭和23年 4 月 富山師範学校に勤
務 さ れて以来， 25年 2 月 富山大学事務局会計課， 34年 1 月
間文理学部会計係な ど 勤続22年間， 終始会計職員 と し て職



















































助 手 横j拳 隆子 （ 旧 姓 ・ 杉E)
工 学 部
文 部 技 官 赤壁 節子 （ 旧姓 ・ 高田）





助 教 授 鍬田 邦夫




助 手 横 1翠 隆子
文部事務官 石黒 幕子
工 学 部
助 手 中谷 訓幸







主 要 日 誌
本 部 1
1 0月 1 日 職業補導担当者会議
第 7 回補導協議会
........ -r 
2 日 富山大学評議会 ・ 協議会規則検討小委員会
富 山 大学名誉教授に関す る 規程検討小委員会
5 日 富 山大学大学改革準備委員会
8 日 ～ 9 日 第四回東海 ・ 北陸地区国立大学学生部課
長会議
9 日 富山大学評議会 ・ 協議会規則検討小委員会
1 2 日 富山大学大学改革準備委員会
報
1 4 日 大学院委員会 定期健康診断
1 6 日 学園ニ ュ 』 ス 編集委員会
第1 31 ・ 1 32号
1 9 日 富山 大学名誉教授に関す る規程検討小委員会
富山大学大学改革準備委員会





学園ニ ュ ー ス 編集委員会
第 2 回入学者選抜方法研究委員会
1 1 月 1 日 学園ニ ュ ー ス 発行 （創刊号）
2 日 富山大学大学改革準備委員会
富山 大学公務員宿舎委員会
6 日 富山 大学評議会 ・ 協議会規則検討小委員会
9 日 富山大学大学改革準備委員会 胃 の検査
1 0 日 富山大学名誉教授に関す る 規程検討小委員会
1 3 日 富山大学評議会 ・ 協議会規則検討小委員会
学園ニ ュ ー ス 編集委員会
1 4 日 ～ 1 5 日 第 7 固体育会 リ ｝ ダ h 講習会
（於文部省登山研修所）
1 6 日 第 4 回入学試験管理委員会
富山大学大学改革準備委員会
1 9 日 第 4 囲授業料減免選考委員会
第 8 回補導協議会
20 日 第 1 5 匝評議会
2 1 日 第 4 回事務協議会
2 1 日 ～23 日 第20回北陸三県大学学生交歓芸術祭
（於学生会館， 富山県民会館， 富山 市 公 会 堂
他）
27 日 富山大学評議会 ・ 協議会規則検討小委員会
学園ニ ュ ー ス 編集委員会
30 日 富山大学大学改革準備委員会
｜ 文 理 学 郵 ！
1 0月 2 日 生物学選考委員会委員会 7 日 教授会
人事教授会 1 4 日 文学科教官会議
1 7 日 哲学選考委員会 1 9 日 文学科後学期授業開始
2 1 日 人事教授会
29 日 ～30 日 第3 1 回全国文理学部長連絡協議会
（於富山大学文理学部）
1 1 月 4 日 文学科教官会議
5 日 物品検査 （ 5 日 ～ 7 日 学内監査員によ り 実施）
1 0 日 胃部 レ ン ト ゲ ン 間接撮影
1 2 日 西洋史学選考委員会 1 6 日 教授会
人事教授会
1 7 日 専門教育課程移行者に対す る オ リ ヱ ン テ ー シ ョ
y 
2 年次後学期授業開始
- 2 1 ー
昭和45年 1 0 月 ・ 1 1 月 学
｜ 教 育 学 部
1 0月 ！ 日 ～ 6 日 附属 中学校修学旅行
2 日 紀要編集委員会
3 日 ～ 4 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会雪語
科， 書道科合同研究協議会 （於新海大学高田分
校）
4 日 ～ 5 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会英語
科研究協議会 （於信州大学）
5 日 特別教職課程委員会
7 日 ～ 8 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会社会
科研究協議会 （於新潟大学長岡分校〉
1 3 日 教務委員会 人事教授会 1 4 日 教授会
1 5 日 ～ 1 6 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会数学
科研究協議会 （於信州大学）
1 9 日 後期授業開始 附属幼稚園運動会
22 日 附属小学校 6 年生修学旅行
22 日 ～23 日 全国教育学部長会議 （於熊本大学）
27 日 ～28 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会保健
体育研究協議会 （於金沢大学）
28 日 補導委員会 教務 ・ 補導合同委員会
教務委員会 教授会
29 日 ～30 日 日 本教育大学協会北陸地区第一 ・ 二部会
合同評議会 （於信州大学）
1 1 月 4 日 教授会 附属小学校遠足
4 日 ～ 5 日 附属中学校学校祭
7 日 2 年次 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
8 日 ～ 9 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会教育
学 ・ 教育心理学研究協議会 （於金沢大学）
1 1 日 胃 の検査 教務 ・ 補導合同委員会 教授会
附属幼稚園研究実技講習会
1 2 日 附属学校胃 の検査
1 3 日 ～1 4 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会理科
研究協議会 （於福井大学） 1 8 日 教務委員会
教授会 26 日 附属学校運営委員会
27 日 全国国立大学附属学校連盟教頭会 （於箱根）
｜ 経 済 学 都 ｜
1 0月 5 日 財務委員会 7 日 第24回教授会
第 1 9回教務委員会 1 4 日 第 2 回学部補導委員会
2 1 日 第25回教授会 第20回教務委員会
23 日 第2 1 回教務委員会 （持ち 廻 り ）
28 日 第 3 回学部補導委員会
30 日 第22回教務委員会 （持ち 廻 り ）
3 1 日 レ ク リ ェ 」 シ ョ ン （片山津温泉）
1 1 月 9 日 第 4 回学部補導委員会
1 0 日 第23 回教務委員会 1 1 日 第26 回教授会（臨時）
学部図書委員会 1 2 日 胃 の検査
1 4 日 第24回教務委員会 （持ち 廻 り ）
1 6 日 2 年次後学期授業開始 1 8 日 第27回教授会
第25回教務委員会
報 第 1 3 1 ・ 1 32号
24 日 4 年次後学期授業開始
｜ 薬 学 部 ｜
1 0月 6 El 人事教授会
6 日 ～ 7 日 大学院薬学研究科入学試験
7 8 薬学研究科委員会 1 3 日 学部図書委員会
1 5 日 教授会 22 日 学部図書委員会 28 日 教授会
30 白 人事教授会 1 1 月 7 日 教務委員会
職員秋季 レ ク リ ェ 』 シ ョ ン （ 山 田温泉）
1 1 日 教授会 薬学研究科委員会
学部職業補導委員会 1 2 日 胃 の検査
1 7 日 教務委員会 1 8 日 教授会 24 日 教務委員会
25 日 教授会 薬学研究科委員会
｜ 工 学 部 ｜
1 0月 1 2 日 教務委員会 1 4 日 一般教授会
22 日 学科主任会議 1 1 月 7 日 学術講演会
9 日 学部学生 （補導〉 委員会
1 1 日 一般教授会 工学研究科委員会
1 2 日 イ ン フ ノレ エ ン ザ予防注射 （第 1 回 目 〉
1 4 日 一般教授会
1 6 日 2 年次学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ シ
1 8 日 胃 の検査
1 9 日 イ ン フ ル エ ン ザ 予防注射 （第 2 回 目 〉
25 日 一般教授会
26 日 寮生 と 寮補導委員 と の懇談会
｜ 教 養 部 ｜
1 0月 6 日 教務委員会 7 日 教授会 20 目 前期授業終了
20 日 ～2 1 日 第 6 回1 2大学教養部長連絡会議 （於千葉
大学） 2 1 日 教授会
22 日 補導委員会 23 目 前期試験開始
26 日 紀要委員会 29 日 教務委員会
1 1 月 4 目 前期試験終了 図書委員会 教授会
1 0 日 胃 の検査 1 1 日 補導委員会 教授会
1 4 日 教授会 1 6 日 後 期授業開始
1 8 日 教授のみの教授会
25 日 教授のみの教授会 教授会
｜ 附属 図 書館 ｜
1 0月 6 日 事務打合せ会
1 6 日 レ フ ァ レ ン ス ・ ノレ 』 ム 小委員会
23 日 事務打合せ会 28 日 X 線間接撮影
1 1 月 5 日 ～ 7 日 第 3 回新 し い大学図書館像特別委員会
（於東京大学総合図書館）
1 1 日 胃 の検査 1 7 日 事務打合せ会
1 8 日 定期健康診断 26 日 事務打合せ会
レ フ ァ レ ン ス ・ Jレ ー ム 小委員会
図書館商議会 27 日 事務打合せ会
｜ 経営短期大学部 ｜
1 0月 1 日 後期授業開始
9 日 ～ 1 4 日 大学祭 （休講〕
22 日 第 9 回教授会
29 日 第1 0回教授会
1 1 月 9 日 9 月 卒業者の卒業証書授与
1 1 日 胃 の検査
1 3 日 第 1 1 回教授会
内L円L
